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介
護
大
学
校
か
ら

介
護
大
学
校
は
、
今
年
度
よ
り
分
校

と
の
情
報
共
有
を
よ
り
強
化
す
る
た
め

に
、
新
シ
ス
テ
ム
（
サ
イ
ボ
ウ
ズ
ｏ
ｆ

ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
分
校
の
開
講

時
期
・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
期
間
、
医
療
的

ケ
ア
演
習
時
に
使
用
す
る
教
材
の
所
在

な
ど
の
管
理
の
一
元
化
と
円
滑
な
管
理

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
情
報
発
信

力
強
化
を
図
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
ま
す
。
是
非
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
12
月
の
研
修
予
定
】

【
第
1
期
分
校
】

4
月
に
開
校
し
た
燦
燦
分
校
（
岐
阜

県
）・
岐
南
仙
寿
う
れ
し
野
分
校
（
岐

阜
県
）
は
、
実
務
者
研
修
の
完
全
内
製

化
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
講
義
を
自
施
設

の
職
員
が
行
う
）
に
向
け
準
備
中
。

【
第
2
期
分
校
】

▽
飯
島
分
校
（
秋
田
県
）
５
月
１
日
ス

ク
ー
リ
ン
グ
修
了
。

▽
明
尽
苑
分
校
（
千
葉
県
）
５
月
13
日

よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
催
中
。

▽
七
里
分
校（
埼
玉
県
）６
月
19
日（
水
）

よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
。

【
第
3
期
分
校
】

▽
慈
眼
寺
園
分
校（
鹿
児
島
県
）ス
ク
ー

リ
ン
グ
日
程
、
現
在
調
整
中
。

▽
湘
南
く
す
の
木
分
校
（
神
奈
川
県
）

７
月
４
日（
木
）よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
。

▽
と
こ
ろ
の
苑
分
校
（
埼
玉
県
）
10
月

26
日
（
土
）
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
。

▽
み
ん
な
と
暮
ら
す
町
分
校（
神
奈
川
）

５
月
開
講
予
定
。

【
第
4
期
分
校
】

▽
あ
さ
く
ら
苑
分
校
（
福
井
県
）
10
月

開
講
予
定
。

【
第
5
期
分
校
】

▽
船
橋
こ
ひ
つ
じ
園
分
校
（
千
葉
県
）

２
０
２
５
年
１
月
・
７
月
開
講
予
定
。

【
新
事
業
の
ご
案
内
】

▽
第
１
回
実
務
者
研
修
教
員
特
別
研
修

開
催
方
法
：
集
合
合
宿　
５
月
21
日

（
火
）
～
22
日
（
水
）
の
１
泊
２
日

会
場
：
レ
ク
ト
ー
レ
熱
海
小
嵐

対
象
者
：
介
護
大
学
校
の
教
員
限
定

▽
６
月
７
日
（
金
）
第
１
回
分
校
説
明

会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
）

２
０
２
４
年
度

介
護
報
酬
改
定
を
語
る

特別鼎談

大
手
企
業
の
賃
上
げ
率
が
５
～
６
％
と

い
わ
れ
る
中
、
介
護
業
界
と
の
差
が
ま

す
ま
す
開
く
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

結
城　

１
・
59
％
で
は
全
く
足
り
な

い
。
３
％
は
上
げ
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
。
赤
字
の
施
設
系
に
多
く
配
分
さ
れ

た
の
は
致
し
方
な
い
で
す
が
、
訪
問
介

護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
在
宅
系
が
ど

う
し
て
も
不
利
に
な
り
ま
す
。
経
営
実

態
調
査
は
訪
問
系
を
効
率
性
が
大
き
く

異
な
る
サ
高
住
も
ひ
っ
く
る
め
て
や
っ

て
い
る
の
で
非
常
に
粗
く
、
公
正
さ
に

欠
け
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
加
算

（
新
た
に
一
本
化
さ
れ
た
介
護
職
員
等

処
遇
改
善
加
算
）
を
取
っ
て
頑
張
っ
て

と
言
い
ま
す
が
、
や
は
り
基
本
報
酬
が

上
が
ら
な
い
と
頑
張
れ
な
い
。

藤
村　
特
養
に
併
設
さ
れ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
閉
鎖
も
増
え
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
数
が
多
す
ぎ
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
機
能
訓
練
や
認
知
症
対

応
、
レ
ス
パ
イ
ト
も
で
き
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
な
け
れ
ば
、
訪
問
系
だ
け
で
は

在
宅
生
活
を
支
え
る
の
は
困
難
で
す
。

結
城　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
私
も
過
剰
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は

あ
ま
り
に
も
疑
似
的
市
場
経
済
に
頼
り

す
ぎ
、
申
請
主
義
で
ど
ん
ど
ん
許
認
可

を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
生
き
が
い
を
活

性
化
さ
せ
て
い
る
事
業
所
に
生
き
残
っ

て
ほ
し
い
の
に
、
サ
高
住
併
設
の
デ
イ

と
か
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
系
の
営
業
が
得

意
な
と
こ
ろ
と
一
緒
の
土
俵
で
競
わ
な

く
て
は
な
ら
ず
、
正
直
者
が
ば
か
を
見

る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

赤
枝　
処
遇
改
善
加
算
を
取
る
の
も
大

変
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
村　
算
定
に
か
か
る
マ
ン
パ
ワ
ー
と

時
間
的
コ
ス
ト
に
費
や
さ
れ
、
ほ
と
ん

ど
何
も
残
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

結
城　
最
上
位
の
新
加
算
Ⅰ
を
取
る
の

に
、
訪
問
介
護
で
は
ヘ
ル
パ
ー
の
介
護

福
祉
士
率
30
％
以
上
が
要
件
で
す
。
メ

ル
ヘ
ン
（
お
と
ぎ
話
）
と
し
て
は
取
れ

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
机
上
の
空
論

で
す
。
基
本
報
酬
を
上
げ
る
べ
き
な
の

に
今
は
加
算
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
１
割
自
己
負
担
に
跳
ね
返

る
。
複
雑
す
ぎ
て
利
用
者
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
制
度
が
で
き
た

時
（
２
０
０
０
年
）
は
利
用
者
が
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
で
き
る
と
い
う
の
が
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
し
た
。
24
年
前
に
比
べ
る
と

全
く
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

赤
枝　
物
価
や
賃
金
水
準
の
上
昇
に
報

酬
改
定
が
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
改

定
の
ル
ー
ル
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

２
０
２
４
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
は

全
体
で
１
・
59
％
の
プ
ラ
ス
と
な
り
、

特
養
な
ど
施
設
系
は
相
対
的
に
高
く
評

価
さ
れ
た
。
一
方
、
介
護
業
界
の
処
遇

改
善
が
他
業
種
の
賃
上
げ
に
全
く
追
い

つ
か
な
い
実
態
な
ど
山
積
す
る
課
題
に

ど
う
対
処
す
べ
き
な
の
か
。
介
護
保
険

制
度
に
詳
し
い
淑
徳
大
学
総
合
福
祉
学

部
の
結
城
康
博
教
授
を
招
き
、
全
国
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
の
赤

枝
眞
紀
子
会
長
と
藤
村
二
朗
理
事
（
介

護
保
険
委
員
長
）
が
語
り
合
っ
た
。

人
材
確
保
と
処
遇
改
善

「
加
算
取
得
」
は
お
と
ぎ
話
か
？

赤
枝　
ま
ず
今
回
の
改
定
に
つ
い
て
ど

う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

藤
村　
そ
も
そ
も
経
営
実
態
調
査
で
特

養
が
初
の
マ
イ
ナ
ス
１
％
に
な
っ
た
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
型

は
基
本
報
酬
が
約
２
・
８
％
上
が
り
ま

し
た
が
、
物
価
上
昇
な
ど
を
加
味
す
る

と
１
～
１
・
８
％
は
容
易
に
相
殺
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
今
年
の
春
闘
で

結
城
淑
徳
大
学
教
授
「
３
％
は
上
げ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
」

淑徳大学総合福祉学部・
結城康博教授

〈
３
面
へ
続
く
〉

藤村二朗理事
（介護保険委員長）

結
城　
春
闘
や
人
事
院
勧
告
を
加
味
し

て
い
な
い
の
が
問
題
で
す
。
中
小
企
業

で
も
４
％
以
上
の
賃
上
げ
率
で
す
。
一

方
で
介
護
業
界
の
低
い
賃
上
げ
率
が
福

祉
は
低
賃
金
と
の
印
象
を
決
定
づ
け
た

と
思
い
ま
す
。
大
学
の
社
会
福
祉
学
科

で
学
生
の
就
活
支
援
を
し
て
い
ま
す

が
、
３
割
は
福
祉
と
関
係
の
な
い
分
野

に
就
職
し
ま
す
。
１
０
０
人
い
た
ら
介

護
や
障
害
者
の
施
設
に
行
く
の
は
30
人

く
ら
い
で
す
。

藤
村　
お
年
寄
り
が
好
き
だ
っ
て
い
う

だ
け
で
は
…
…
。

結
城　
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
子
も
い
ま

す
。
祖
母
が
認
知
症
だ
か
ら
と
か
弟
が

障
害
児
だ
か
ら
と
か
。
で
も
ご
く
一
部

だ
し
、
そ
れ
に
頼
っ
て
い
て
は
人
材
不

足
を
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

医
療
と
介
護
の
連
携
推
進

よ
り
高
い
介
護
資
格
の
創
設
も

赤
枝　
今
回
の
改
定
で
は
医
療
介
護
連

携
の
推
進
が
具
体
化
さ
れ
た
の
が
大
き

な
特
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
村　
特
養
で
は
配
置
医
師
の
確
保
と

い
う
点
で
、
地
域
医
療
に
お
け
る
社
会

資
源
の
偏
在
が
か
ね
て
課
題
で
し
た
。

今
回
、
配
置
医
師
緊
急
時
対
応
加
算
が

拡
充
（
日
中
の
対
応
を
評
価
）
さ
れ
、

医
療
機
関
と
う
ま
く
連
携
で
き
な
い
と

悩
ん
で
い
た
施
設
も
少
し
ほ
っ
と
で
き

る
状
況
に
な
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

結
城　
協
力
医
療
機
関
連
携
加
算
の
新

設
な
ど
医
療
・
介
護
の
関
係
が
明
確
化

さ
れ
た
の
は
評
価
で
き
ま
す
。
一
つ
分

か
ら
な
い
の
は
、
非
常
勤
の
医
師
と
は

別
に
協
力
医
療
機
関
を
定
め
た
時
、
兼

ね
合
い
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
村　
特
養
の
配
置
医
師
の
大
半
は
開

業
医
で
す
。
一
方
、
協
力
医
療
機
関
は

一
つ
の
病
院
に
診
療
科
が
全
部
そ
ろ
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
２
～
３
病

院
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
入
院
時

の
ベ
ッ
ド
確
保
も
含
め
た
緊
急
時
対
応

に
向
け
て
人
間
関
係
を
ど
う
作
っ
て
い

く
の
か
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

赤
枝　
同
時
に
行
わ
れ
た
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
特
養

な
ど
介
護
施
設
で
療
養
で
き
る
よ
う
、

提
供
可
能
な
医
療
の
内
容
を
厚
く
す
る

方
向
性
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

藤
村　
特
養
に
看
護
職
員
が
24
時
間
態

勢
で
い
な
い
と
難
し
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
な
ど
介
護
福

祉
士
が
で
き
る
医
療
行
為
の
幅
を
准
看

護
師
く
ら
い
に
広
げ
る
べ
き
で
す
。
そ

う
な
れ
ば
准
看
護
師
並
み
の
給
料
を
介

護
福
祉
士
が
取
れ
る
の
で
、
賃
金
水
準

も
上
が
っ
て
き
ま
す
ね
。

結
城　

療
養
介
護
福
祉
士
と
い
っ
た
、

よ
り
高
い
介
護
の
資
格
を
作
っ
て
も
い

い
。
医
療
行
為
が
で
き
る
介
護
職
員
が

２
人
く
ら
い
い
れ
ば
施
設
内
療
養
の
拡

充
に
も
現
実
味
が
出
て
き
ま
す
。

赤枝眞紀子会長

個室ユニット型施設個室ユニット型施設

推進協推進協ニュースニュース
月号

2024年
（令和6年）

NO.
【発行】一般社団法人全国個室ユニット型施設推進協議会
　　　　〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜3-20-8

ベネックス S-3 ４階
　　　　TEL：045-577-4212 ／ FAX：045-577-4213
　　　　MAIL:info@suishinkyo.net

５２０１



ケア環境支援コーディネーター（CEC）研修 優秀事例の紹介　Part2（前編）
特別養護老人ホームマモリエあいら　園田 修一さん鹿児島県　社会福祉法人

ク　オ　ラ

Aさん（利用者様）の望む暮らし：
・他の入居者様と交流を持ちたい。
・共通の話題で話がしたい。
・時間が分かるようにして欲しい。
目�標設定：他の入居者様と話をすることでコミュニケーションが生まれ、生活
に楽しみが持てる。リビングに出てくることで、会話が出来る時間が持てる。

課題① 場所：ユニット内　リビング
・�テーブルの上に何もなく寂しい
・家庭的な雰囲気が見られない

PEAP（認知症高齢者への環境支援指針）評価
事前 事後 環境支援後にどのように変わったかを記す

１．見当識 × ○
自分のいつのも席に来たという認識が生まれた。リ
ビングに来たら自分のいつもの席をさして「ここ」
と言われる。

２．機能的能力 !? ○ チリ紙を自分でその都度使いやすいように食事前に
折っている。こぼれた物はそれで拭き取れる。

３．刺激の質と調整 × ○ 他の入居者様と話をする事で、会話が生まれ脳への
刺激が入り、自分から話をする場面が増えた。

４．安全と安心 × ○ 自分の場所がここだという認識が生まれ、安心して
その場で食事をされるようになった。

５．生活の継続性 × ○ 各週毎に花を置く事で、「綺麗ね。」と言われたり、
枯れた葉っぱを手入れする様子が見られた。

６．自己選択
７．プライバシー

８．ふれ合いの促進 × ○ 花を通して共通の話題が持て他の入居者様と話をす
るようになった。

※〇：よく支援　　×：支援が不足　!?：（良いとも悪いとも言えない）　
　空欄：関連しない

利用者の評価
・�今まではリビングは、食事をするだけの場所となっていたが今は他の入居者
様と話をする場所に変わり、笑顔が多く見られるようになってきた。

・�自分の場所が確立したことで、安心して過ごせる空間が出来た。
・�食事の前に、ちり紙を折る理由は、こぼした物を直ぐに拭き取れるようにす
るための物で、自分専用で使いたいとのことであった。
今後の課題
・�同じユニットの入居者様とのコミュニケーションが増えることで、他のク
ラブ活動（生け花、書道、DVD鑑賞等）行事などにも参加したい。

4
月
3
日
、
推
進
協
は
管
理
者
研
修
及
び

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
講
師
等
を
対
象
と
し
て
、

令
和
６
年
度
の
事
業
実
施
方
針
を
説
明
す
る

勉
強
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
催
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
前
年
度
の
実
施
状
況
を
踏

ま
え
、
事
業
実
施
上
の
変
更
点
や
留
意
点
の

説
明
が
あ
っ
た
。
厚
労
省
の
方
針
変
更
に
よ

り
、
実
地
研
修
の
当
面
の
免
除
措
置
が
令
和

６
年
度
末
で
切
れ
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
た
。

推
進
協
は
こ
の
措
置
を
踏
ま
え
、
実
地
研
修

未
受
講
者
に
対
し
て
受
講
の
勧
奨
を
行
う
方

針
を
示
す
と
共
に
、
実
地
研
修
施
設
に
対
し

て
は
受
け
入
れ
枠
の
拡
充
に
つ
い
て
一
層
の

協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、
実
地
研
修
施
設
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
今
年
度
か
ら
研

修
講
師
の
養
成
を
組
織
的
・
体
系
的
に
行
う

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
加
え
て
年
度
後
半
の

講
義
に
は
、
こ
う
し
て
養
成
し
た
講
師
に
講

義
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
し
た
。

研
修
講
師
へ
の
登
用
が
知
識
の
習
得
に
は
最

も
手
っ
取
り
早
い
（
推
進
協
事
務
局
）
と
の

考
え
で
、
今
後
の
利
用
を
実
地
研
修
施
設
に

促
し
て
い
く
考
え
だ
。

更
に
推
進
協
は
、
今
年
度
よ
り
実
地
研
修

施
設
の
更
新
調
査
も
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
こ
と
も
報
告
し
た
。
数
年
以
内
の
一
巡

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

今
年
度
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の

講
師
養
成
を
一
層
強
化

�

　
勉
強
会
開
催４月３日、事業実施方針説明のオンライン勉強会

鼎
談
同
席
者
の
コ
メ
ン
ト

【
鼎
談
を
終
え
て
】

　
改
め
て
、
公
的
介
護
保
険
制
度
と
そ
の
質

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
報
酬
は
更
な
る
厳
し

い
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
少
な
く
と
も
保
険
財
政
の
あ
り
方
に
お

い
て
は
、
多
様
な
意
見
が
あ
り
な
が
ら
地
域

様
々
な
課
題
に
お
い
て
対
応
を
求
め
ら
れ
、

そ
の
課
題
に
向
き
合
い
解
決
で
き
る
施
設
・

事
業
所
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
基
本
報

酬
の
大
幅
な
改
定
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。�

（
久
住
会　
藤
村
二
朗
）

【
鼎
談
を
傍
聴
し
て
】　

赤
枝
会
長
か
ら
の

介
護
報
酬
改
定
は
今

後
の
経
営
に
ど
う
受

け
止
め
る
か
？
に
対

し
藤
村
介
護
保
険
委

員
長
は
基
本
報
酬
に
お
い
て
特
養
は
一
定
の

評
価
を
得
る
も
介
護
現
場
に
お
い
て
医
療
と

同
じ
加
算
取
得
に
重
き
が
置
か
れ
介
護
現
場

に
負
担
を
か
け
て
収
入
増
と
す
る
仕
組
み
を

懸
念
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
城
教
授
は
処
遇

改
善
に
よ
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
一
般
企
業
と

比
べ
る
と
全
く
足
り
ず
相
当
残
念
な
結
果

で
、
学
生
に
対
し
福
祉
は
低
賃
金
を
決
定
づ

け
た
。
と
話
さ
れ
た
こ
と
を
傍
聴
し
今
後
の

人
材
確
保
に
大
き
な
危
機
感
を
感
じ
た
。

　
診
療
報
酬
で
は
新
設
の
看
護
補
助
体
制
充

実
加
算
に
お
い
て
初
め
て
介
護
福
祉
士
が
明

記
さ
れ
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
よ
う

に
稼
働
や
取
得
加
算
と
連
動
す
る
不
安
定
な

財
源
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
違
い
、
診
療
報
酬

を
ベ
ー
ス
に
点
数
上
昇
分
を
そ
の
ま
ま
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
に
転
嫁
で
き
る
医
療
と
介
護
福
祉

士
の
収
入
に
お
い
て
大
き
な
差
が
予
想
さ

れ
、
人
材
不
足
に
加
え
介
護
福
祉
士
不
足
か

ら
加
算
が
取
得
で
き
な
く
な
る
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
を
恐
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
令
和
8
年
度
の
処
遇
改
善

は
、
こ
の
産
業
の
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
成

り
得
る
内
容
に
し
な
け
れ
ば
経
営
が
行
き
詰

ま
る
と
強
く
感
じ
た
。

�

（
み
ん
な
と
暮
ら
す
町　
広
嶋
稔
之
）

　
今
回
の
鼎
談
を
傍

聴
し
て
、
改
め
て
介

護
業
界
の
置
か
れ
て

い
る
厳
し
い
立
場
を

認
識
す
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
当
協
議
会
か
ら
も
今
回
の
介
護

報
酬
を
受
け
て
の
厳
し
い
見
通
し
の
意
見
も

あ
り
、結
城
先
生
か
ら
も
職
員
の
処
遇
改
善
、

物
価
高
騰
に
対
し
て
こ
の
改
定
で
は
と
て
も

十
分
と
は
言
え
ず
、
人
財
の
面
な
ど
今
後
よ

り
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
介
護
の
や
り
が
い

に
繋
が
る
と
言
う
意
味
で
も
「
利
用
者

フ
ァ
ー
ス
ト
、
職
員
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
大
事

と
い
う
お
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
最
後
に
結
城
先
生
は
と
て
も
気
さ
く
で
現

場
目
線
の
あ
る
方
で
と
て
も
好
感
を
も
て
ま

し
た
。

�

（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保　
八
木
郁
夫
）

広嶋稔之氏八木郁夫氏

物�理的環境支援：
・雑然としていたテーブルにクロスを張り、温かみを持たせた。
・時間が見やすいように邪魔にならないぐらいの時計を置いた。
・�ちり紙を折って、自分専用の物を作られるので、簡単な箱を置きその中に
入れるようにした。

・箸やスプーンは選べるように配置した。
・テーブルに季節の花を置くようにした。

取り組み後

介
護
施
設
の
今
後
の
方
向
性

在
宅
支
援
も
可
能
な
拠
点
化
へ

赤
枝　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
に

向
け
、
介
護
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
を
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

結
城　
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
に
と
っ
て
最

大
の
脅
威
は
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
サ

高
住
で
す
。
特
養
は
原
則
、
要
介
護
３
か
ら

し
か
入
れ
な
い
の
で
、
要
介
護
１
や
２
で
先

に
住
宅
型
有
料
に
入
っ
て
し
ま
う
と
移
る
の

は
難
し
い
。

藤
村　
ご
指
摘
の
通
り
、
地
域
に
よ
っ
て
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
は
空
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
在
宅
支
援
も
で
き
る

本
当
に
多
機
能
な
拠
点
に
変
わ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
高
齢
者
人
口
も
労
働
人
口
も
少

な
い
地
域
に
は
大
手
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
は

入
っ
て
こ
な
い
の
で
、
そ
こ
で
社
会
福
祉
法

人
の
使
命
が
試
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

結
城　
せ
っ
か
く
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
た

の
に
、
素
人
目
に
は
サ
高
住
も
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
。
そ
こ

を
克
服
し
て
い
か
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
負
け

て
し
ま
い
ま
す
。

赤
枝　
最
後
に
我
々
が
取
り
組
む
べ
き
視
点

に
つ
い
て
、
未
来
志
向
の
ご
助
言
を
結
城
先

生
に
お
願
い
し
ま
す
。

結
城　
賃
金
の
話
を
す
る
と
現
場
で
や
れ
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
介
護
の

仕
事
は
お
金
だ
け
で
な
く
、
や
り
が
い
と
か

自
分
な
り
の
介
護
を
実
現
で
き
る
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。
福
祉
現
場
だ
か
ら
こ
そ
働
き
や

す
い
職
場
に
し
て
い
け
る
。
私
は
い
つ
も
言

う
ん
で
す
け
ど
職
員
フ
ァ
ー
ス
ト
と
利
用
者

フ
ァ
ー
ス
ト
は
両
立
で
き
る
と
。
職
員
が
楽

し
け
れ
ば
必
ず
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な
る

し
、
そ
う
す
れ
ば
人
も
ま
た
集
ま
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

〈
１
面
の
続
き
〉
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【特集】ユニットケア研修（現状分析と評価、課題とその対策）

リーダー研修は、ユニット数に対し７割程度、施設管理者研修は、施設数に対し５～６割

厚労省の新たな施策
　厚労省は上記の実態とコロナ感染症の位置づけ変更に
かんがみ、令和６年度から右記の制度改正を行いました。

①省令改正により施設管理者研修について受講の努力義務を明示

②コロナ経過措置を廃止し、実地研修受講を義務化（本則に戻った）

しかし、まだ残る課題
　厚労省が介護給付費分科会で発表した調査結果による
と、ユニットケア研修の受講の課題として、下表の点が
明らかとなりました。課題と対策は右を参照。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

課題は特にない

その他

オンライン研修の受講環境を
用意できない

感染対策等の影響で実地研修を
受講できていない

ユニットリーダーの役職以外も広
く受講することが望ましいが受講
する業務上・金銭上の余裕がない

受講費用の負担感が大きい

実地研修施設までの距離が遠い

単位（％）

68.568.5
59.859.8

55.855.8
60.860.8

48.248.2
50.050.0

38.938.9
36.336.3

1.51.5
3.93.9

5.65.6
7.87.8

5.85.8
4.94.9

特養［ユニット型］
（n=1,121）

特養［ユニット型］
（n=1,121）

老健　（n=102）老健　（n=102）

▶�右表の基準省令により、従来型と比べるとユニット型には、①暮らしの継続（入
居前の居宅における生活と入居後の生活が連続したものとなるよう配慮）、②
入居者が相互に社会的関係を築き※、③自己選択・自己決定（自律的な日常生
活を営むこと）が求められており、これがユニットケアの本質であることがわ
かります。ユニットケア研修では特にこの３点について学びます。
▶�表１のように厚労省はユニットケア研修を「求められる介護福祉士像★1」を
網羅的に学べる研修と高く評価しています。
▶�内容で見ると、表 1の介護過程の展開能力★2 は、介護職のスキルとして最重
要項目です。他の項目もよく見ると介護過程の展開の一環であると言え、介護
福祉士に必要な能力とされてまだ 5年程度ですので、一層の定着が求められ
る状況となっています。
▶�表 1のエンパワメントを重視した支援★3 の項目については、上述の※社会的
関係の構築がまさにこれに該当します。
▶�表 3では、介護の実践★4 にも役立っていることがうかがえます。
▶�このように、意義深いユニットケア研修事業ですが、受講率については、表４
のようにまだ改善の余地があります。
▶�このため、厚労省は新たな施策として、令和６年４月に施設管理者研修の努力
義務化等の制度改正を行いました。
▶�しかし、グラフのようにユニットケア研修にはまだまだ課題が多いことも明ら
かになっています。
▶�最も研修受講者が大きな課題と考えているのが実地研修施設が近くにないこと
です。これについては早急な取り組みが必要となっています。
▶�推進協ではグラフで挙げられた上位４点について下記「推進協の対応」のよう
な取り組みを進めておりますが、現在、更なる対策を講じるべく検討を進めて

指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生省令第39号）抜粋
ユニット型施設 従来型施設

（基本方針）
第�三十九条　ユニット型指定介護
老人福祉施設は、入居者一人一
人の意思及び人格を尊重し、施
設サービス計画に基づき、その
居宅における生活への復帰を念
頭に置いて、入居前の居宅にお
ける生活と入居後の生活が連続
したものとなるよう配慮しなが
ら、各ユニットにおいて入居者
が相互に社会的関係を築き、自
律的な日常生活を営むことを支
援しなければならない。

（基本方針）
第�一条の二　指定介護老人福祉施設は、施設サー
ビス計画に基づき、可能な限り、居宅におけ
る生活への復帰を念頭に置いて、入浴、排せつ、
食事等の介護、相談及び援助、社会生活上の
便宜の供与その他の日常生活上の世話、機能
訓練、健康管理及び療養上の世話を行うこと
により、入所者がその有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことができるようにする
ことを目指すものでなければならない。
２�　指定介護老人福祉施設は、入所者の意思及
び人格を尊重し、常にその者の立場に立って
指定介護福祉施設サービスを提供するように
努めなければならない。

㊟上記特養以外のユニット型施設（地域密着型特養、老健、介護医療院、短期入所）についても同様の
規定があります。

ポイント解説

推進協の対応
実地研修施設までの距離が遠い

実地研修施設を全国で増やします。皆様も一度はチャレンジしてみませんか。

感染対策等の影響で実地研修を受講できていない
オンライン研修を引き続き実施しています。

　一方で、実地研修施設を維持し続けることは、人の入れ替わりがある中、実は大変です。
新規もあれば辞退もありますので、ユニットケア全体の底上げのため、多くの施設に一度は
チャレンジしていただきたいと思います。詳しくはHPで。

・実地研修施設緊急募集中　　　・自己診断研修会、実地研修施設説明会開催中

一方でまだ低い受講率  厚労省が介護給付費分科会で発表した調査結果によると、ユニット数に対し研修受講リーダーは７割
程度、施設管理者の受講は５～６割となっています。

ユニットリーダー研修の受講状況
特養（ユニット型）
（n=1,114）

老健
（n=101）

ユニット数 8,222（7.4） 612（6.1）
ユニットリーダー研修の受講者数 5,589（5.0） 435（4.3）
うち、実地研修の未受講者数 1,212（1.1） 59（0.6）
ユニットケア施設管理者研修の受講者数 706（0.6） 50（0.5）
単位：ユニット数はユニット、その他は人。(　) 内は 1施設あたり平均

（第 231回介護給付費分科会資料１より抜粋）

【ユニット型特養の概況】
リーダー研修受講者（5,589）／ユニット数（8,222）=68%
ユニットケア施設管理者研修受講者（706）／施設数（1,114）=63%
【老健の概況】リーダー研修受講者（435）／ユニット数（612）=71%
ユニットケア施設管理者研修受講者（50）／施設数（101）=50%

〈表 4〉

〈グラフ〉 受講の課題（複数回答） 第231回介護給付費分科会
資料1より抜粋、一部改変

第231回介護給付費分科会資料1より抜粋

ここから
お読みくだ

さい

いるところです。
▶�サービスの質を維持していくためにも実地研修施設は重要です。
▶�実施研修施設は高いスキルの介護人財が求められますが、様々な事情により人
は常に入れ替わります。永遠に維持することは困難です。次々に新しい実地研
修施設が求められます。
▶�推進協は、実地研修施設を増やすため、ユニットケア基礎研修と自己診断
研修会を始めています。是非、皆様参加してみてください。

1

2

3

4

1

受講費用の負担感が大きい
一人当たり８万円㊟で実施中。価格は今後も検討していきます。
㊟ユニットリーダー研修の受講料。管理者研修は 3.6 万円

2

ユニットリーダーの役職以外も広く受講することが望ましいが受講する
業務上・金銭上の余裕がない

一般介護職員対象のユニットケア基礎研修をオンライン、低価格で実施中です。
　施設管理者研修とリーダー研修の受講者数と同数の受講無料枠も用意しています。
　ユニットケアの普及定着は、管理者と一部のユニットリーダーのみでは困難です。役職者
以外のスキルアップが欠かせません。詳しくはHPで。

3

4
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【特集】ユニットケア研修（現状分析と評価、課題とその対策）

「厚労省」　研修を高く評価、研修効果も分析 （下記１～３は第 233回介護給付費分科会資料１より抜粋、一部改変）

１ 専門家は
　 網羅的に学べる研修と高く評価

　平成29年の社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会にて、「求められる介護福祉士像」
の見直しが行われた際、 有識者による検討の結果、以下の研修※は、「求められる介護福祉士像」
に定められた項目全てを網羅的に学ぶことができると評価されている。

「求められる介護福祉士像」の項目（★1） ユニットリーダー研修 （参考）認知症介護実践者研修
尊厳と自立を支えるケアを実践する ユニットケアにおける個別ケアと自立支援 全項目共有

専門職として自律的に介護過程の展開をする（★2） ユニットのマネジメント、ケアのマネジメント、総合
と実践

アセスメントとケアの実践の基本、QOL
を高める活動と評価の観点、・職場実習

身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開
できる

ユニットケアを取り巻く社会的背景と展望、ケアのマ
ネジメント、高齢者とその生活の理解

生活支援のためのケアの演習、学習成果
の実践展開と共有

介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人
や家族等のエンパワメントを重視した支援ができる（★3）

ユニットケアの理念と特徴、ユニットのマネジメント、
ケアのマネジメント 家族介護者の理解と支援方法

QOL（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介
護予防からリハビリテーション、看取りまで、対象者
の状態の変化に対応できる

ユニットケアにおける個別ケアと自立支援（いきが
い）、ケアのマネジメント、高齢者とその生活の理解 QOLを高める活動と評価の観点

地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生
活を支えることができる

ユニットケアの理念と特徴、ユニットのマネジメント、
ケアのマネジメント（日中の過ごし方）、統合と実践 地域資源の理解とケアへの活用

関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働による
チームケアを実践する

ユニットケアの理念と特徴、ユニットのマネジメント、
ユニットリーダーの役割、ケアのマネジメント

地域資源の理解とケアへの活用（認知症
ケアにおける多職種連携について学ぶ）

本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、
的確な記録・記述ができる

ユニットのマネジメント（情報共有・記録・会議ミー
ティング・ユニットリーダー会議）

生活支援のためのケアの演習、学習成果
の実践展開と共有（認知症の人本人の声
を聴く）

制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる ユニットケアを取り巻く社会的背景と展望、ユニット
ケアの理念と特徴

認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援、
地域資源の理解とケアへの活用

介護職の中で中核的な役割を担う
ユニットのマネジメント、統合と実践、実践課題の設
定、施設における実践課題の実地計画作成、ユニット
リーダーの役割

２ 事業主も高評価 　一定の研修※を受講していない勤続年数10年以上の介護福祉士よりも、受講している勤続年数
10年未満の介護福祉士の方が、事業所からの評価が高い傾向がある。（表は省略）

３ 研修受講者の自己評価も高い 　介護福祉士について、一定の研修※を受講した場合と未受講の場合の能力の自己評価を比較 
すると、全ての項目で、受講した場合には未受講の場合以上となっている。

※：�介護福祉士ファーストステップ研修、ユニットリーダー研修、認知症介護実践研修（実践者研修、
実践リーダー研修）

「求められる介護福祉士像」で定められている能力（５点満点）
ユニットリーダー研修 認知症介護実践者研修

受講済 未受講 受講済 未受講
尊厳と自立を支えるケアを実践する 3.4 3.4 3.4 3.3
専門職として自律的に介護過程の展開をする 3.4 3.2 3.3 3.2
身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる 3.3 3.2 3.2 3.1
介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等のエンパワメントを重視した支援ができる 3.2 3.0 3.1 3.0
QOL（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介護予防からリハビリテーション、看取りまで、対象者
の状態の変化に対応できる 3.4 3.1 3.2 3.1

地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生活を支えることができる 3.1 3.0 3.0 3.0
関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働によるチームケアを実践する 3.4 3.2 3.2 3.2
本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、的確な記録・記述ができる 3.4 3.3 3.4 3.3
制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる 3.0 3.0 3.0 2.9
介護職の中で中核的な役割を担う 3.5 3.3 3.4 3.3

リーダーとして求められる能力（５点満点）
ユニットリーダー研修 認知症介護実践者研修

受講済 未受講 受講済 未受講
介
護
の
実
践

（
★
4
）

利用者の心身の状況等に係る観察ができる 3.7 3.6 3.6 3.5
利用者の状態に応じて適切な対応をするための判断ができる 3.7 3.5 3.6 3.5
認知症の症状や病状等に応じた介護等の提供ができる 3.6 3.4 3.6 3.4
多職種と連携しながら業務を遂行できる 3.6 3.4 3.5 3.4

育
成・指
導

利用者のQOL（生活の質）の向上に資するエビデンスに基づいた介護技術の指導・伝達ができる 3.4 3.2 3.3 3.2
個々の介護職員の意欲・能力の把握ができる 3.3 3.2 3.3 3.2
上記意欲・能力の把握をしたうえで、個々の介護職員の能力を開発していくことができる 3.1 2.9 3.0 2.9

サ
ー
ビ
ス
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

介護計画等に沿った介護が提供されているかを、そのサービスの質とともに把握できる 3.3 3.2 3.3 3.2
上記把握をした上で、その向上・改善に向けた対応ができる 3.2 3.2 3.2 3.1
サービスのマネジメントのため、多職種・多機関の間で適切に情報のやり取りができる 3.3 3.2 3.3 3.2

〈表 1〉

〈表 2〉

〈表 3〉
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【特集】ユニットケア研修（現状分析と評価、課題とその対策）

「厚労省」　研修を高く評価、研修効果も分析 （下記１～３は第 233回介護給付費分科会資料１より抜粋、一部改変）

１ 専門家は
　 網羅的に学べる研修と高く評価

　平成29年の社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会にて、「求められる介護福祉士像」
の見直しが行われた際、 有識者による検討の結果、以下の研修※は、「求められる介護福祉士像」
に定められた項目全てを網羅的に学ぶことができると評価されている。

「求められる介護福祉士像」の項目（★1） ユニットリーダー研修 （参考）認知症介護実践者研修
尊厳と自立を支えるケアを実践する ユニットケアにおける個別ケアと自立支援 全項目共有

専門職として自律的に介護過程の展開をする（★2） ユニットのマネジメント、ケアのマネジメント、総合
と実践

アセスメントとケアの実践の基本、QOL
を高める活動と評価の観点、・職場実習

身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開
できる

ユニットケアを取り巻く社会的背景と展望、ケアのマ
ネジメント、高齢者とその生活の理解

生活支援のためのケアの演習、学習成果
の実践展開と共有

介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人
や家族等のエンパワメントを重視した支援ができる（★3）

ユニットケアの理念と特徴、ユニットのマネジメント、
ケアのマネジメント 家族介護者の理解と支援方法

QOL（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介
護予防からリハビリテーション、看取りまで、対象者
の状態の変化に対応できる

ユニットケアにおける個別ケアと自立支援（いきが
い）、ケアのマネジメント、高齢者とその生活の理解 QOLを高める活動と評価の観点

地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生
活を支えることができる

ユニットケアの理念と特徴、ユニットのマネジメント、
ケアのマネジメント（日中の過ごし方）、統合と実践 地域資源の理解とケアへの活用

関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働による
チームケアを実践する

ユニットケアの理念と特徴、ユニットのマネジメント、
ユニットリーダーの役割、ケアのマネジメント

地域資源の理解とケアへの活用（認知症
ケアにおける多職種連携について学ぶ）

本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、
的確な記録・記述ができる

ユニットのマネジメント（情報共有・記録・会議ミー
ティング・ユニットリーダー会議）

生活支援のためのケアの演習、学習成果
の実践展開と共有（認知症の人本人の声
を聴く）

制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる ユニットケアを取り巻く社会的背景と展望、ユニット
ケアの理念と特徴

認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援、
地域資源の理解とケアへの活用

介護職の中で中核的な役割を担う
ユニットのマネジメント、統合と実践、実践課題の設
定、施設における実践課題の実地計画作成、ユニット
リーダーの役割

２ 事業主も高評価 　一定の研修※を受講していない勤続年数10年以上の介護福祉士よりも、受講している勤続年数
10年未満の介護福祉士の方が、事業所からの評価が高い傾向がある。（表は省略）

３ 研修受講者の自己評価も高い 　介護福祉士について、一定の研修※を受講した場合と未受講の場合の能力の自己評価を比較 
すると、全ての項目で、受講した場合には未受講の場合以上となっている。

※：�介護福祉士ファーストステップ研修、ユニットリーダー研修、認知症介護実践研修（実践者研修、
実践リーダー研修）

「求められる介護福祉士像」で定められている能力（５点満点）
ユニットリーダー研修 認知症介護実践者研修

受講済 未受講 受講済 未受講
尊厳と自立を支えるケアを実践する 3.4 3.4 3.4 3.3
専門職として自律的に介護過程の展開をする 3.4 3.2 3.3 3.2
身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる 3.3 3.2 3.2 3.1
介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等のエンパワメントを重視した支援ができる 3.2 3.0 3.1 3.0
QOL（生活の質）の維持・向上の視点を持って、介護予防からリハビリテーション、看取りまで、対象者
の状態の変化に対応できる 3.4 3.1 3.2 3.1

地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生活を支えることができる 3.1 3.0 3.0 3.0
関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働によるチームケアを実践する 3.4 3.2 3.2 3.2
本人や家族、チームに対するコミュニケーションや、的確な記録・記述ができる 3.4 3.3 3.4 3.3
制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる 3.0 3.0 3.0 2.9
介護職の中で中核的な役割を担う 3.5 3.3 3.4 3.3

リーダーとして求められる能力（５点満点）
ユニットリーダー研修 認知症介護実践者研修

受講済 未受講 受講済 未受講
介
護
の
実
践

（
★
4
）

利用者の心身の状況等に係る観察ができる 3.7 3.6 3.6 3.5
利用者の状態に応じて適切な対応をするための判断ができる 3.7 3.5 3.6 3.5
認知症の症状や病状等に応じた介護等の提供ができる 3.6 3.4 3.6 3.4
多職種と連携しながら業務を遂行できる 3.6 3.4 3.5 3.4

育
成・指
導

利用者のQOL（生活の質）の向上に資するエビデンスに基づいた介護技術の指導・伝達ができる 3.4 3.2 3.3 3.2
個々の介護職員の意欲・能力の把握ができる 3.3 3.2 3.3 3.2
上記意欲・能力の把握をしたうえで、個々の介護職員の能力を開発していくことができる 3.1 2.9 3.0 2.9

サ
ー
ビ
ス
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

介護計画等に沿った介護が提供されているかを、そのサービスの質とともに把握できる 3.3 3.2 3.3 3.2
上記把握をした上で、その向上・改善に向けた対応ができる 3.2 3.2 3.2 3.1
サービスのマネジメントのため、多職種・多機関の間で適切に情報のやり取りができる 3.3 3.2 3.3 3.2

リーダー研修は、ユニット数に対し７割程度、施設管理者研修は、施設数に対し５～６割

厚労省の新たな施策
　厚労省は上記の実態とコロナ感染症の位置づけ変更に
かんがみ、令和６年度から右記の制度改正を行いました。

①省令改正により施設管理者研修について受講の努力義務を明示

②コロナ経過措置を廃止し、実地研修受講を義務化（本則に戻った）

しかし、まだ残る課題
　厚労省が介護給付費分科会で発表した調査結果による
と、ユニットケア研修の受講の課題として、下表の点が
明らかとなりました。課題と対策は右を参照。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

課題は特にない

その他

オンライン研修の受講環境を
用意できない

感染対策等の影響で実地研修を
受講できていない

ユニットリーダーの役職以外も広
く受講することが望ましいが受講
する業務上・金銭上の余裕がない

受講費用の負担感が大きい

実地研修施設までの距離が遠い

単位（％）

68.568.5
59.859.8

55.855.8
60.860.8

48.248.2
50.050.0

38.938.9
36.336.3

1.51.5
3.93.9

5.65.6
7.87.8

5.85.8
4.94.9

特養［ユニット型］
（n=1,121）

特養［ユニット型］
（n=1,121）

老健　（n=102）老健　（n=102）

▶�右表の基準省令により、従来型と比べるとユニット型には、①暮らしの継続（入
居前の居宅における生活と入居後の生活が連続したものとなるよう配慮）、②
入居者が相互に社会的関係を築き※、③自己選択・自己決定（自律的な日常生
活を営むこと）が求められており、これがユニットケアの本質であることがわ
かります。ユニットケア研修では特にこの３点について学びます。

▶�表１のように厚労省はユニットケア研修を「求められる介護福祉士像★1」を
網羅的に学べる研修と高く評価しています。

▶�内容で見ると、表 1の介護過程の展開能力★2 は、介護職のスキルとして最重
要項目です。他の項目もよく見ると介護過程の展開の一環であると言え、介護
福祉士に必要な能力とされてまだ 5年程度ですので、一層の定着が求められ
る状況となっています。

▶�表 1のエンパワメントを重視した支援★3 の項目については、上述の※社会的
関係の構築がまさにこれに該当します。

▶�表 3では、介護の実践★4 にも役立っていることがうかがえます。
▶�このように、意義深いユニットケア研修事業ですが、受講率については、表４
のようにまだ改善の余地があります。

▶�このため、厚労省は新たな施策として、令和６年４月に施設管理者研修の努力
義務化等の制度改正を行いました。

▶�しかし、グラフのようにユニットケア研修にはまだまだ課題が多いことも明ら
かになっています。

▶�最も研修受講者が大きな課題と考えているのが実地研修施設が近くにないこと
です。これについては早急な取り組みが必要となっています。

▶�推進協ではグラフで挙げられた上位４点について下記「推進協の対応」のよう
な取り組みを進めておりますが、現在、更なる対策を講じるべく検討を進めて

指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生省令第39号）抜粋
ユニット型施設 従来型施設

（基本方針）
第�三十九条　ユニット型指定介護
老人福祉施設は、入居者一人一
人の意思及び人格を尊重し、施
設サービス計画に基づき、その
居宅における生活への復帰を念
頭に置いて、入居前の居宅にお
ける生活と入居後の生活が連続
したものとなるよう配慮しなが
ら、各ユニットにおいて入居者
が相互に社会的関係を築き、自
律的な日常生活を営むことを支
援しなければならない。

（基本方針）
第�一条の二　指定介護老人福祉施設は、施設サー
ビス計画に基づき、可能な限り、居宅におけ
る生活への復帰を念頭に置いて、入浴、排せつ、
食事等の介護、相談及び援助、社会生活上の
便宜の供与その他の日常生活上の世話、機能
訓練、健康管理及び療養上の世話を行うこと
により、入所者がその有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことができるようにする
ことを目指すものでなければならない。
２�　指定介護老人福祉施設は、入所者の意思及
び人格を尊重し、常にその者の立場に立って
指定介護福祉施設サービスを提供するように
努めなければならない。

㊟上記特養以外のユニット型施設（地域密着型特養、老健、介護医療院、短期入所）についても同様の
規定があります。

ポイント解説

推進協の対応
実地研修施設までの距離が遠い

実地研修施設を全国で増やします。皆様も一度はチャレンジしてみませんか。

感染対策等の影響で実地研修を受講できていない
オンライン研修を引き続き実施しています。

　一方で、実地研修施設を維持し続けることは、人の入れ替わりがある中、実は大変です。
新規もあれば辞退もありますので、ユニットケア全体の底上げのため、多くの施設に一度は
チャレンジしていただきたいと思います。詳しくはHPで。

・実地研修施設緊急募集中　　　・自己診断研修会、実地研修施設説明会開催中

〈表 1〉

〈表 2〉

〈表 3〉

一方でまだ低い受講率  厚労省が介護給付費分科会で発表した調査結果によると、ユニット数に対し研修受講リーダーは７割
程度、施設管理者の受講は５～６割となっています。

ユニットリーダー研修の受講状況
特養（ユニット型）
（n=1,114）

老健
（n=101）

ユニット数 8,222（7.4） 612（6.1）
ユニットリーダー研修の受講者数 5,589（5.0） 435（4.3）
うち、実地研修の未受講者数 1,212（1.1） 59（0.6）
ユニットケア施設管理者研修の受講者数 706（0.6） 50（0.5）
単位：ユニット数はユニット、その他は人。(　) 内は 1施設あたり平均

（第 231回介護給付費分科会資料１より抜粋）

【ユニット型特養の概況】
リーダー研修受講者（5,589）／ユニット数（8,222）=68%
ユニットケア施設管理者研修受講者（706）／施設数（1,114）=63%
【老健の概況】リーダー研修受講者（435）／ユニット数（612）=71%
ユニットケア施設管理者研修受講者（50）／施設数（101）=50%

〈表 4〉

〈グラフ〉 受講の課題（複数回答） 第231回介護給付費分科会
資料1より抜粋、一部改変

第231回介護給付費分科会資料1より抜粋

ここから
お読みくだ

さい

いるところです。
▶�サービスの質を維持していくためにも実地研修施設は重要です。
▶�実施研修施設は高いスキルの介護人財が求められますが、様々な事情により人
は常に入れ替わります。永遠に維持することは困難です。次々に新しい実地研
修施設が求められます。
▶�推進協は、実地研修施設を増やすため、ユニットケア基礎研修と自己診断
研修会を始めています。是非、皆様参加してみてください。

1

2

3

4

1

受講費用の負担感が大きい
一人当たり８万円㊟で実施中。価格は今後も検討していきます。
㊟ユニットリーダー研修の受講料。管理者研修は 3.6 万円

2

ユニットリーダーの役職以外も広く受講することが望ましいが受講する
業務上・金銭上の余裕がない

一般介護職員対象のユニットケア基礎研修をオンライン、低価格で実施中です。
　施設管理者研修とリーダー研修の受講者数と同数の受講無料枠も用意しています。
　ユニットケアの普及定着は、管理者と一部のユニットリーダーのみでは困難です。役職者
以外のスキルアップが欠かせません。詳しくはHPで。

3

4
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賛助会員のご紹介

ノーリツプレシジョン株式会社 株式会社バイオシルバー 株式会社フツラ

株式会社ヤクルト本社首都圏支店 株式会社ライフサロン株式会社フラワーコミュニティ放送

ジーコム株式会社 株式会社スタッフプラス ソニーグループ株式会社

株式会社金星加地コーポレーション株式会社株式会社アマノ

株式会社小山商会仙台支店クックデリ 株式会社ケアコネクトジャパン

ご活用をお願い致します。事務局

2024 年 5月 15日発行　第 201号 4



介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
３
月
26
日
〜

4
月
25
日

事
務
局
か
ら

【
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　
5
月
12
日
は
母
の
日
。
皆
さ
ん
は
何

を
送
り
ま
す
か
。
い
つ
も
、
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
悩
み
が
ち
で
す
が
、
今
年
は
送
り

た
い
も
の
が
決
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
ガ
ー
ゼ
ス
ト
ー

ル
、
母
の
日
に
人
気
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

よ
う
で
す
。
易
し
い
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー

が
特
徴
的
、
肌
に
も
や
さ
し
く
淡
い
色

合
い
の
ス
ト
ー
ル
は
き
っ
と
母
の
顔
を

明
る
く
見
せ
て
く
れ
る
は
ず
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
贈
る
方
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
し

て
く
れ
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
好
き
な
母
の

喜
ぶ
顔
が
楽
し
み
で
す
。�

（
井
田
）

■
認
知
症
施
策
を
話
し
合
う
関
係
者
会

議
が
始
動
（
３
月
28
日
）

　
政
府
の
認
知
症
施
策
推
進
関
係
者
会

議
は
初
会
合
を
開
き
、
認
知
症
の
人
や

家
族
、
有
識
者
ら
が
参
加
し
た
。
関
係

者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
素
案
作
成
な

ど
を
経
て
、
秋
ご
ろ
に
基
本
計
画
案
を

ま
と
め
る
予
定
。
日
本
認
知
症
本
人

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
藤
田
和
子
代

表
理
事
は
認
知
症
の
本
人
と
じ
っ
く
り

話
し
合
う
場
を
作
る
べ
き
だ
な
ど
と
す

る
意
見
を
提
出
し
た
。

■
厚
労
省
　
ケ
ア
マ
ネ
の
課
題
を
議
論

す
る
検
討
会
を
設
置
（
３
月
28
日
）

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範
囲
の
整

理
や
ケ
ア
マ
ネ
試
験
の
あ
り
方
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
な
ど
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
た
諸
点
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
方
策
を
話
し
合
う
検
討
会
の
立
ち
上

げ
を
介
護
保
険
部
会
で
報
告
し
た
。
７

月
ま
で
に
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
き
、

秋
ご
ろ
に
中
間
整
理
を
行
う
予
定
。

■
厚
労
省
　
医
療
・
介
護
連
携
を
含
め

た
地
域
医
療
構
想
を
検
討（
３
月
29
日
）

　
医
療
・
介
護
の
複
合
ニ
ー
ズ
を
抱
え

る
85
歳
以
上
人
口
の
増
大
な
ど
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
や
医
療
・
介

護
連
携
な
ど
を
含
め
た
医
療
提
供
体
制

に
つ
い
て
考
え
る
「
新
た
な
地
域
医
療

構
想
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
初
会
合

を
開
い
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
中
間

ま
と
め
を
行
い
、
年
末
に
最
終
的
な
議

論
の
取
り
ま
と
め
を
目
指
す
。

■
厚
労
省
　
介
護
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク

に
関
す
る
考
え
方
を
示
す（
３
月
29
日
）

　
書
類
作
成
な
ど
の
事
務
作
業
に
つ
い

て
は
、
介
護
職
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
実

施
し
て
も
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が

な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
の
考
え
方
を
示

し
た
。
一
方
、
利
用
者
に
直
接
関
わ
る

業
務
に
つ
い
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
は
想
定

さ
れ
な
い
と
し
た
。

■
内
閣
府
　
医
療
・
介
護
費
が
60
年
度

に
今
の
倍
と
な
る
試
算
（
４
月
２
日
）

　
34
～
60
年
度
を
対
象
期
間
と
し
て
試

算
し
た
経
済
・
財
政
・
社
会
保
障
の
見

通
し
を
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
し

た
。
医
療
費
は
高
額
医
療
へ
の
シ
フ
ト

に
よ
り
更
に
高
ま
る
可
能
性
を
指
摘
。

介
護
費
は
一
貫
し
て
増
加
す
る
と
予
測

し
た
。
現
状
の
ま
ま
だ
と
給
付
費
が
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
最
大
16
・
１
％
と
現
在
の

８
・
２
％
か
ら
倍
増
す
る
と
し
、
応
能

負
担
の
徹
底
や
給
付
・
負
担
構
造
の
見

直
し
が
必
要
性
を
強
調
し
た
。

■
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
案
が
国
会

で
審
議
入
り
（
４
月
11
日
）

　
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
仕
事
と
介

護
の
両
立
支
援
策
の
強
化
な
ど
を
目
的

と
す
る
改
正
法
案
が
衆
議
院
本
会
議
で

審
議
入
り
し
た
。
事
業
者
に
対
し
て
両

立
支
援
制
度
に
関
す
る
早
期
の
情
報
提

供
を
義
務
付
け
る
ほ
か
、
家
族
を
介
護

す
る
従
業
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
け
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
努
力
義
務
化
す

る
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
む
。

■
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範
囲
な
ど

に
つ
い
て
検
討
開
始
（
４
月
15
日
）

　
厚
労
省
は
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

係
る
諸
課
題
に
関
す
る
検
討
会
」
の
初

回
会
合
を
開
き
、
議
論
す
べ
き
事
項
と

し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
の
在

り
方
▽
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
た
方

策
▽
法
定
研
修
の
あ
り
方
▽
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上
を
挙
げ
た
。

■
７
割
の
ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
が
業
務
で

は
な
い
依
頼
に
対
応
（
４
月
15
日
）

　
直
近
１
年
で
業
務
範
囲
外
と
考
え
ら

え
る
依
頼
に
対
応
し
た
こ
と
が
あ
る
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
が
67
・
５
％
に
上

る
と
い
う
調
査
結
果
が
同
日
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
諸
課
題
に
関
す
る

検
討
会
で
示
さ
れ
た
。
ま
た
ケ
ア
マ
ネ

の
72
・
０
％
が
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
定

期
の
安
否
確
認
を
除
く
緊
急
訪
問
」
の

要
望
に
対
応
し
て
い
た
。

■
財
務
省
　
介
護
に
つ
い
て
改
革
の
方

向
性
を
示
す
（
４
月
16
日
）

　
「
こ
ど
も
・
高
齢
化
」
を
議
題
と
し

た
財
政
制
度
分
科
会
で
少
子
化
対
策
や

医
療
と
並
ん
で
介
護
に
つ
い
て
も
「
今

後
の
改
革
の
方
向
性
」
を
示
し
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
や
要
介

護
１
～
２
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
の

地
域
支
援
事
業
移
行
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
利
用
者
負
担
の
導
入
、
金
融
資
産

を
反
映
し
た
利
用
者
２
割
負
担
の
範
囲

見
直
し
な
ど
を
列
挙
し
た
。

■
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
高
住
の
「
囲

い
込
み
」
を
問
題
視
、
見
直
し
を
提
言

（
４
月
16
日
）

　
財
務
省
は
財
政
制
度
分
科
会
で
示
し

た
介
護
の
改
革
の
方
向
性
の
中
で
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
高
住
に
よ
る
利
用

者
囲
い
込
み
の
問
題
に
対
し
、
外
付
け

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
場
合
、

区
分
支
給
限
度
基
準
額
で
は
な
く
、
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
一
般
型
）

の
報
酬
を
利
用
上
限
と
す
る
見
直
し
を

行
う
べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

■
推
進
協
　
田
野
瀬
衆
議
院
議
員
パ
ー

テ
ィ
に
参
加
（
4
月
18
日
）

　
赤
枝
会
長
は
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
へ
の
協

力
を
要
請
し
た
。

■
新
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
が
稼
働
開
始（
４
月
22
日
）

　
厚
労
省
は
新
し
い
科
学
的
介
護
情
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
の
一
部
稼
働

を
開
始
し
た
。
７
月
31
日
ま
で
は
利
用

者
情
報
登
録
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
情
報
登

録
な
ど
が
行
え
る
。
介
護
報
酬
改
定
に

対
応
し
た
様
式
の
情
報
登
録
は
、
新
シ

ス
テ
ム
が
本
格
稼
働
す
る
８
月
１
日
か

ら
可
能
と
な
る
。

■
能
登
半
島
地
震
　
介
護
の
復
旧
へ
サ

ポ
ー
ト
拠
点
を
整
備
（
４
月
23
日
）

　
武
見
厚
労
相
は
閣
議
後
会
見
で
被
災

地
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
復
旧
に
向
け
、
社

会
福
祉
施
設
へ
の
応
援
職
員
派
遣
や
、

仮
設
住
宅
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
機
能
な
ど

を
持
っ
た
サ
ポ
ー
ト
拠
点
（
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
拠
点
）
を
設
置
す
る
た

め
の
財
政
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
方
針

を
示
し
た
。
同
日
の
「
能
登
半
島
地
震

復
旧
・
復
興
支
援
本
部
」に
報
告
し
た
。

■
推
進
協
　
岐
阜
県
介
護
福
祉
士
等
修

学
資
金
貸
付
事
業
（
実
務
者
研
修
）
連

絡
会
議
（
４
月
24
日
）

　
岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
同
県

内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
実
務
者
研
修

に
関
す
る
就
学
資
金
貸
付
事
業
の
説
明

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
10
以

上
の
事
業
者
が
参
加
し
お
互
い
の
状
況

に
つ
い
て
意
見
交
換
も
行
っ
た
。

介
護
報
酬
改
定
と
同
時
に
行
わ
れ
る

24
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
は
「
医
療
と

介
護
の
連
携
の
推
進
」
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。
介
護
報
酬

改
定
で
は
特
養
な
ど
介
護
施
設
に
対
し

て
①
入
所
者
の
急
変
時
に
医
師
や
看
護

師
に
相
談
で
き
る
体
制
を
常
時
確
保
②

介
護
施
設
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
の

診
療
体
制
を
常
時
確
保
③
入
所
が
必
要

な
入
所
者
を
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
る

体
制
の
確
保
―
―
の
３
要
件
を
満
た
す

「
協
力
医
療
機
関
」
を
定
め
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
た
（
３
年
間
の
経
過
措

置
）。
併
せ
て
入
所
者
の
病
歴
を
病
院

側
と
共
有
す
る
会
議
の
開
催
を
評
価
す

医
療
か
ら
介
護
へ
の
流
れ
加
速

�

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
で
連
携
を
強
化

改
定
資
料
公
表

る
「
協
力
医
療
機
関
連
携
加
算
」
な
ど

が
新
設
さ
れ
た
が
、
改
定
議
論
の
中
で

は
「
医
療
機
関
が
限
ら
れ
る
地
方
で
は

連
携
体
制
を
作
れ
な
い
施
設
が
あ
る
」

と
不
安
視
す
る
声
も
挙
が
っ
て
い
た
。

一
方
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
在
宅

療
養
支
援
病
院
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
有
す
る
病
院
な
ど
に
対
し
、
介
護
施

設
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
医
療
機
関
を

担
う
こ
と
が
「
望
ま
し
い
」
と
し
て
要

件
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
協
力
医
療
機
関

の
医
師
が
入
所
者
の
急
変
時
に
往
診
し

た
場
合
の
「
介
護
保
険
施
設
等
連
携
往

診
加
算
」や
、診
察
し
た
上
で
入
院
を
さ

せ
た
場
合
の
「
協
力
対
象
施
設
入
所
者

入
院
加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
。
介
護
施

設
側
の
懸
念
に
対
し
、
一
定
の
制
度
上

の
配
慮
が
行
わ
れ
た
と
言
え
る
。

ま
た
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
介
護
施

設
の
感
染
症
対
応
力
の
強
化
を
目
的
と

し
、
医
療
機
関
な
ど
が
行
う
院
内
感
染

対
策
の
研
修
や
実
地
指
導
を
受
け
る
こ

と
を
評
価
す
る
「
高
齢
者
施
設
等
感
染

対
策
向
上
加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
。
入

所
者
の
状
態
が
悪
化
し
て
も
な
る
べ
く

病
院
搬
送
し
な
い
体
制
作
り
が
目
指
さ

れ
、
ま
た
入
院
に
伴
う
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
を

防
ぐ
観
点
か
ら
早
期
退
院
の
受
け
入
れ

が
努
力
義
務
化
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
介

護
連
携
の
名
の
も
と
介
護
施
設
で
行
え

る
医
療
の
中
身
を
厚
く
す
る
方
向
性
が

色
濃
く
に
じ
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

赤枝会長と
田野瀬議員（右）

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
令
和
6
年
度
介
護
職
員
処
遇
改
善
計

画
書
の
様
式
の
中
に
、
職
場
環
境
な
ど

の
要
件
と
し
て
、
生
産
性
向
上
の
た
め

の
業
務
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
生
産
性
向
上
推
進
体
制
と
同
様
と

解
釈
し
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
?

【
回
答
】

基
本
的
に
同
様
と
解
釈
し
て
よ
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
老
高
発
０
３
２

９
第
1
号
令
和
６
年
３
月
29
日
の
通
知

に
よ
れ
ば
、生
産
性
向
上
推
進
体
制
は
、

「
…
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
後
の
継
続

的
な
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
委
員
会

の
開
催
や
必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
見
守
り
機
器
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
１
つ
以
上
導
入
し
、
生
産
性
向

上
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
基
づ
い
た

業
務
改
善
を
継
続
的
に
行
う
と
と
も

に
、
事
業
年
度
毎
に
１
回
、
生
産
性
向

上
の
取
り
組
み
に
関
す
る
実
績
デ
ー
タ

を
厚
生
労
働
省
に
報
告
す
る
場
合
に
、

…
」
な
ど
様
々
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
計
画
書

の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
業
務
改
善
の

取
り
組
み
の
レ
ベ
ル
の
み
を
も
っ
て
、

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
の
取
得
が

可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

生
産
性
向
上
の
業
務
改
善
の
取
り
組
み
は
、

生
産
性
向
上
推
進
体
制
と
同
様
の
解
釈
？

い
で
し
ょ
う
。
具
体
的
な
現
場
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
委
員
会
の
編

成
、
課
題
の
可
視
化
、
生
産
性
向
上
実

施
計
画
の
作
成
、
計
画
の
実
施
、
評
価

と
い
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
に
よ
り
取
り
組
み
、
具
体
的
な

数
値
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
良
い

か
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
数
値
化
等
に
つ
い
て
は
、

令
和
6
年
3
月
29
日
介
護
保
険
最
新
情

報V
ol1236

を
ご
確
認
い
た
だ
く
と

と
も
に
職
員
の
職
務
・
タ
ス
ク
の
洗
い

出
し
、
洗
い
出
し
に
よ
る
直
接
サ
ー 

ビ
ス
と
間
接
業
務
、
実
労
働
時
間
数
、

介
護
事
故
の
発
生
率
、
離
職
率
、
人 

事
生
産
性
、
労
働
生
産
性
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（Key Perform

ance  
Indicator

）の
設
定
に
よ
り
評
価
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、昨
今
、直
接
業
務
と
間
接

業
務
を
区
分
す
る
方
向
と
な
って
い
ま
す

が
、個
人
的
に
は
、直
接
と
間
接
業
務
は
、

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
現
実
で

あ
り
、
も
し
も
区
分
す
る
と
し
た
な
ら

ば「
決
め
ら
れ
た
時
間
に
行
う
必
要
が
な

い
間
接
業
務
」と
し
て
、直
接
介
護
サ
ー

ビ
ス
か
ら
切
り
離
し
、
洗
い
出
し
整
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士
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